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Abstract

With the aim of developing English teaching materials for physical education, this study attempted

to compile a corpus based on three yoga DVDs for beginners and intermediates. The reason yoga DVD

is used is that stretch and conditioning essential to physical education are all said to come from yoga

asanas, or yoga poses.

An overview of the compiled corpus (51,790 words) was provided through a comparison with the

General Service List (GSL) and the Academic Word List (AWL). One of the findings of the analysis

is that the corpus is made up of 87.3% (45,184 words) basic words but only 3% (1,589 words) academic

words and 9.6% (5,017 words) technical words. Although the basic words made up most of the corpus

in a comparison of tokens, when comparing word types (2,332 word types), basic words are 57%

(1,340 words), academic words are 9.9% (230 words), and technical words are 33% (762 words) of

the total. The results indicated that the compiled corpus related to physical education had a quite high

ratio of technical words, suggesting that these technical words need to be utilized in order to develop

English teaching materials for physical education.

１．はじめに

ESPとはEnglish for Specific Purposesのことで、直訳をすれば特定の目的のための英語というこ

とになる（Boulton, Thomas, and Rowley‐Jovilet,１９９６; Hutchinson and Waters,１９８７; Swales,１９９０）。

一人の人間が使用する言葉も、その言葉が使われる相手、目的、状況などによって大きく異な

ることはいうまでもない。大学生が友達と話す場面、大学で教職員と話す場面、飲食のアルバ

イトで話す場面を想像しても、使われる言葉が大きく異なることは容易に想像できる。大学を
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卒業して、例えば、ホテルに就職した場合に使われる言葉はどうであろう。製薬会社の営業と

して働く場合はどうであろう。

高校卒業後のいよいよ専門教育課程に入っていく大学という場の英語教育において、特定分

野の専門家集団で使用される言語特徴を研究するESPという分野に多くの関心が集まって２０年以

上経った１。この間、医学英語や薬学をはじめとし、看護学、工学、商業英語や観光業２の分野

でESP研究はなされてきた３。また、コーパス技術を応用したESP教育・研究も現在までに多数報

告されている。言語教育に利用されるのは汎用コーパスと特殊コーパスがある。汎用コーパス

は研究目的に合わせて収集された資料が電子化されたものであり、特殊コーパスは特定の言語

研究のために構築するものである（赤野・堀・投野，２０１４）。特殊コーパスはESP教育のために

構築するコーパス等も含まれる。例えば大橋・岡・関谷・花田（２０１６）が構築したタグ付きESP

教育用コーパス等が挙げられ、教育現場で利用するための特殊コーパス構築について、正規表

現を利用したアノテーション付与方法について発表している。コーパスなどを参照していなかっ

たり、その分野の門外漢が作成していたりというような研究成果を踏まえていないものであれ

ば４、これらの分野での英語学習書は一般に見られるようになった。

しかしながら、体育学に関する分野でのESP研究報告は、体育系学部学生に対する動機づけに

関する研究や、英語で行う大学体育の実態調査等５で散見する以外は筆者の調べた範囲ではほと

んど見られない。体育学関連に興味を持つ大学生の多くが英語に苦手意識を持ち、英語に対す

る諦めの気持ちを強くもつなか、大学で英語を学び始めて早々に、大学の英語も高校までの延

長かと失望していくケースは少なくない。彼らの多くは、例えば、二の腕の鍛え方には興味を

持ちトレーニング方法に一家言持つものもいる。二頭筋や三頭筋という語が日常の語彙となっ

ている者も、まだなっていない者も、筋肉の話や鍛え方には高い関心がある。このような学生

に対しての実践的でかつ興味の持てる英語教材が存在しないという現状に、いかに有効に対処

できるであろうか。

体育学関連の英語をどのようにして教えれば良いだろうか。伝統的な方法としては、多くの

体育学関連の記事を扱った読み物を読み、そこに出てくる単語やフレーズをとりあげ覚えても

らうことである６。または、体育学関連の動画や音声を教材とし、出てくる単語やフレーズをと

りあげることである。しかし、このような方法では、たまたま扱われた読みものや動画に出て

きた語の重要性の判断は教材執筆者の主観に委ねられている。一方、重要な語や句の多くがそ

の教材には含まれない可能性は高い。いずれにしても、このような方法は体系的ではなく非効

率であることは否めない。学習者の身になってみれば、体育学関連の分野を学ぶうえで現実に

使用される可能性の高い単語や句を重点的に学びたいというのが本音であろう。

本研究では、このような問題を解決するために初中級者向けヨガ指導の語彙調査を試みる。

体育学関連というと、様々なスポーツや体操やダンス等の身体運動が考えられるが、ウォーム

アップとクールダウンはどの運動においても必要不可欠な基本である。そのウォームアップと

クールダウンの主要要素はストレッチ７と筋コンディショニング８になるが、そのストレッチや

筋コンディショニングの全種類はすべて、８４０万のポーズを有するヨガ９に由来するといわれて
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いる。そうであるならば、初中級者向けヨガ指導で使用される英語には必然的に、体育学関連

の専門課程に入っていく学生にとって重要な語彙が多く含まれると考えられる。

２．研究の目的

本研究の目的を以下のように設定する。

１．初中級者向けヨガ指導で使用される英語のコーパスを構築すること

２．ストレッチと筋コンディショニング関連の重要語リストを作成すること

３．ストレッチと筋コンディショニング関連の専門用語（特殊語）リストを作成すること

３．研究方法

ここでは、本研究で用いた言語資料および分析の手順について説明する。

３．１ 言語資料

英語による初中級者向けヨガのDVD３枚（合計約３時間・総語数５１７９０語）を使用した。DVD

のヨガレベルを初中級者向けに絞った理由は、上級者対象のヨガ指導には言葉が初中級者向け

ほどには必要とされないからである。DVDのタイトルと出版元は下記の通りである。

Level One Training DVD、Yoga Fit Training Systems Worldwide Inc.

Yoga Tune Up quickfix with Jill Miller Upper Body Series、Tune Up Fitness Inc.

Yoga Tune Up quickfix with Jill Miller Lower Body Series、Tune Up Fitness Inc.

３．２ 分析ソフト

下記の２つが使用した分析ソフトである。

WordSmith ver.６

RANGE Program

RANGE ProgramはPaul Nationにより開発されたフリーツールである。このツールにより、構

築するコーパスに含まれる語彙の難易度を１０General Service List of English Words for the first２０００

（GSL）およびAcademic Word List（AWL）と比較することが可能になる。

３．３ 分析手順

最初に、ヨガ指導DVD３枚をワードに書きおこし、ヨガのコーパスを作成した。その後、構

築したコーパスをWordSmithで読み込み、頻度順の語彙リストを作成した。次に、RANGEprogram

により、構築したコーパスに含まれる語彙における基本語（GSL, AWL）の比率を調査した。
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表１―１ 初中級者向けヨガ指導で使用される英語のコーパス

４．結果

上記の研究目的に沿って、初中級者向けヨガの英語コーパス、ストレッチと筋コンディショ

ニング関連の重要語、ストレッチと筋コンディショニング関連の専門用語（特殊語）のリスト

順に提示していく。

まず、初中級者向けヨガの英語コーパスだが、総語数１１は５１７９０、異なり語数１２は２３３２であった。

頻出度順に上位２５語まで示したものが表１―１である。単語の頭にマークがないものが機能語１３で、

アスタリスクマークがついた単語が内容語１４である。アスタリスクマーク２つは、ヨガという文

脈だからこそ高頻出となったと考えられる単語である。２５位までのリストにはどのようなコー

パスにも上位に出てくる単語が並ぶが、２つのアスタリスクマークがついた単語であるback、up、

down、arm、handなどはヨガレッスンに特徴的といえるであろう。

表１―２は上位２６位から５０位までのリストであるが、機能語の割合が減っている。foot、right、

forward、muscle、kneeなど体の部分や方向性を示す、ヨガ指導には必須となる単語が目立つ。さ

らに目を引くのは、難易度の低いfootやrightより上位の２６位と２７位にinhaleとexhaleが来ているこ

とである。ヨガでは呼吸が基本中の基本として大変重要な扱いになっていることが、ここから

見てとれる。

20 渡 辺 真 美、大 橋 由紀子



表１―２ 初中級者向けヨガ指導で使用される英語のコーパス

表１―３ 初中級者向けヨガ指導で使用される英語のコーパス

５１位から７５位までの表１―３には６１位にbreatheがheadやlow等のより難易度の低い語をおさえて上

位に表れる。inhaleとexhaleにこのbreatheを加えると、呼吸への言及が５００回以上１５されていること

が明らかとなる。このbreatheの出現はヨガにおける呼吸の重要性がさらに強調される結果として

捉えることができる。その他、体の部位や動きを示すliftなどが目を引く。
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表１―４ 初中級者向けヨガ指導で使用される英語のコーパス

７６位から１００位までとなると、ほぼすべての語がヨガ指導の様子がイメージできる単語で占め

られている。

表２ではストレッチと筋コンディショニングに関する重要語リストとして２５位までを提示す

る。これは、これまでのリストから内容語のみを残したもので、語頭のアスタリスクマークを

削除したものである。前述したように、この研究は将来的に体育学関連の英語教材作成に役立

てるという位置づけから始められた。そこで、この最終目的に沿って、ストレッチと筋コンディ

ショニングの全種類はすべて８４０万のポーズを有するヨガに由来する１６という理由から、リスト

のタイトル名を「ヨガ」という表現から「ストレッチと筋コンディショニング」という表現に

変更するのは妥当だと思われる。

次に、構築したヨガコーパスにおける基本語（GSL, AWL）の比率がどのようなものかRANGE

programを用いて調査した結果が表３にまとめてある。GSL２０００語レベルまでに含まれる語彙は

全体（token）の総語数（５１７９０words）の８７．２４％（４５１８４words）を占め、AWLに含まれる語（１５８９

words）は全体の３．０７％であった。GSLとAWLを除いた、その他として特殊語と見なされる語は

５０１７wordsで全体の９．６９％であった。つまり、全体の総語数（token）での比較では、ほぼ９０％が

基本語で占められることが明らかとなった。しかし、異なり語数（type）の総語数（２３３２words）

で比較すると、GSLは５７．４６％（１３４０words）、AWLは９．８６％（２３０words）、特殊語は３２．６８％（７６２

words）となることが示された。
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表２ ストレッチと筋コンディショニングに関する重要語リスト

表３ ヨガコーパスにおける基本語と特殊語の割合

上記で明らかとなった７６２語の特殊語は基本語を除いたものであるので、ストレッチと筋コン

ディショニングの専門用語と言えるものである。頻度順に３０位まで示したのが表４―１である。上

位に来る語は、muscles、hips、spine、ankle、abdominalなどの身体の部位がほとんどであるが、

switch、lunge、straightenなどの動きを指示する動詞として使われる単語も見られる。

表４―２の専門用語３１位以降６０位までには、日本英語検定の語彙難易度１７の１級レベルＢのalignment

や１級レベルＣにも取り上げられていないpelvis等、超難関レベルと位置づけられる語が既に複

数登場している。また、専門用語リストで１位のinhaleの名詞であるinhalationが５５位に出てきて

いる。どのような使われ方をしているか書き起こし原稿に戻って具体的に見た結果、on our next

inhalationという表現が５回ほどあった１８。日本のヨガレッスン、またはストレッチや筋コンディ

ショニング指導の現場で、一連の流れによってポーズを組み替えていく場面では「次の吸う息

で」という表現はお決まりのように使われることがある。この日本語表現に相当するのがon our

next inhalationである。「次の吸う息で上体を持ち上げ…」や「次の吸う息で両腕を左右に伸ばし…」

などと使われる。「息を吸いながら上体を持ち上げ」や「息を吸って上体を持ち上げ」という表
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表４―１ ストレッチと筋コンディショニングに関する専門用語（特殊語）リスト

表４―２ ストレッチと筋コンディショニングに関する専門用語（特殊語）リスト

現と実質は同じ意味である。ただし、「息を吸いながら」や「息を吸って」という自然な句を過

度に度重なり耳にすると、とかく聞き流してしまうようになる。そこで、日常表現としては若

干違和感がもたれる「次の吸う息で」の使用により、次の動作を行うときには息を吸うのだと

いう、動作と呼吸の関係の重要性が喚起されやすくなると思われる。

５．考察とまとめ

本研究は、英語に拒否反応を示しても体育関係の事例には強い興味を示す体育学関連の学部

学生を念頭に、いかに有効な英語教材を提供できるかということを出発点として始まった。そ

の第一歩として、英語による初中級者向けヨガのDVD３枚（約３時間・総語数５１７９０語）を使用

し、体育学関連のコーパスを構築した。全体的な登場語彙全てから分析した結果、基本語の占

める割合が９０．３％と、ほぼ基本語で構成されていることが明らかとなった。ただし、異なり語

数で比較していくと、別の側面が見えてきた。GSL１（４０．４８％）に引き続き多かった語彙は、GSL

２でもAWLでもなく、特殊語（３２．６８％）であった。つまり、異なり語数でみると、基本語１０００
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語レベルの次は専門用語（特殊語）が２番目に多く含まれているということである。したがっ

て、体育学関連の英語を教える際には、この専門用語の指導をいかに体系的にとりあげて行う

かが重要であると考えられる。

研究当初は、ヨガコーパス全体から機能語だけを除いた「ストレッチと筋コンディショニン

グに関する重要語リスト」をさらに品詞別にし、これを単語集として教材作成の第一歩を踏み

出そうと計画した。しかし、例えばbackという語を考えてもわかるとおり、動詞や名詞以外に副

詞や形容詞としての使用例が考えられる。例えばupという語であれば、さらに前置詞が加わり

品詞を５つに分ける必要性が視野に入ってくる。このように、データに基づいて提示された品

詞別かつ頻度順の単語リストは極めて体系的ではあるが、教材としての実用性は低くなると判

断できる。

今後、実践的な教材作成に向けて、本研究で作成した重要語リストを基に連語を抽出してい

きたい。重要語リスト上位のcomeを例に想定してみよう。この１語だけでも様々な動作指示が

可能になる連語が抽出できそうである。また、inhalationの使用に関して上述したように、英語

科目という枠を超えて、ストレッチと筋コンディショニングという特定分野における専門性が

連語の検討により浮かび上がるかもしれない。なお、単語においては、品詞別に代わって体の

部位、筋肉、関節、骨などのような解剖学的区分などが有効かもしれず、今後の検討課題とし

たい１９。

注

１ 日本の英語教育はESPではなく、EGP（English for General Purposes）の観点からなされてきた。高
校までの英語教育に見られる、一般的で汎用性の高い内容のものである。大学においても、特に総
合大学の初年次教育における英語も概ねはEGP（一般目的のための英語）が取り入れられている。

２ 研究を踏まえたうえでのものではないが、観光業の分野では通訳案内業界、ホテル業界、航空業界
における英語学習書は複数みられる。商業英語はさらに金融英語や経営英語等のように細分化され
たものもある。

３ ある専門領域を特定しその領域内で想定される英語使用を研究するというこれまでのESP研究成果
は、しかしながら、実際はうまくいっているとは言えない点も多い。理由のひとつは、専門領域は
より多種多様になる広がりと、さらにはそれらが融合をとげる方向へと常に変化を続けているから
だと思われる。

４ もう少し具体的に述べると、実務経験のみを頼りに英語教育の門外漢によって作成されていたり、
英語教育の研究者によるコーパスを無視して作成されていたりする学習書である。

５ 大学体育や高校サッカーの授業における英語使用の可能性を探るニーズ調査等も含め、動機づけや
実態調査はあっても、効果的で具体的な英語教育にまでは踏み込んでいない。スポーツ競技関連の
英語教材として、その作成に関わるレポートも存在するが、いわゆる様々なスポーツを読み物とし
て扱った総合英語教材の作成に関する内容にとどまっている。

６ 有名なアスリートや特定のスポーツの魅力を紹介した読み物をユニットごとに集めた教科書が大学
英語教科書出版界では散見する。このような読み物の単語やフレーズを確認した前後に、内容理解
問題やリスニング問題があり、ライティングやスピーキングの演習問題が続く形式が伝統的な、い
わゆるEGP総合英語教材である。
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７ 一般にストレッチというと静的ストレッチのみが考えられがちである。しかし、ストレッチにはダ
イナミックな動きで発揮される筋肉の柔軟性や関節の可動域を増すダイナミックストレッチや、広
く体幹トレーニングとして知られているスタティックストレッチ等も含まれる。ストレッチの分類
法は統一されていないが、スタティック（静的）ストレッチ、ダイナミック（動的）ストレッチ、
バリスティックストレッチ、アクティブストレッチ（又は、静的アクティブストレッチ）、パッシブ
ストレッチ（又は、静的パッシブストレッチ）、アイソメトリックストレッチ、PNFの７分類が一般
的とされる。このように考えると、筋コンディショニングもストレッチという語に集約されるとす
る考え方もある。

８ スポーツの現場においてコンディショニングという語の定義は難しい。本論文では、栄養面や用具
面を除外したコンディショニングを扱うわけであるから、コンディショニングの前に「筋」という
語をつけた用語を使用する。なお、NCA一般社団法人日本コンディショニング協会では、コンディ
ショニングを「身体の調子が整う（Good Conditionになる）ことを目的とした運動」としている。
少し具体的な捉え方は下記の通りである。「当会では、全身の２００の骨と６５０の筋肉、リンパと血管、
そして神経を人体の構成要素と捉え、それらを整える約３００種類の動作を組み合わせた運動方法『コ
ンディショニング』を提案します。コンディショニングを、身体の状態にあわせて、処方すること
で、骨配列や筋肉が整い、人が本来もっている身体能力をスムーズに発揮できる状態を作りだしま
す。更に、生活の中へ組み込む心理要素を加え、習慣化することで、『快習慣』が身体に定着し、心
の安定性も生まれるのです。これらのことからスポーツのパフォーマンスの向上、疲れにくい身体、
また様々な不調（こり・むくみ・肥満・慢性痛・冷え）を解消します。」
NCA一般社団法人日本コンディショニング協会「コンディショニングとは」２０２０年８月２０日閲覧，
https : //www.e−nca.jp/what/

９ ヨガの経典であるヨーガ・スートラには、身体技法の具体的な方法は示されていない。その理由は、
これらは師から直接学ぶべきであるという考えによるものだと言われている。この８４０万という数字
は、身体技法を重視したハタヨガの開祖であるゴーラクナート（ゴーラクシャナータとも表記され
る）が語ったとされる。ゴーラクナート没後、１６世紀ごろにスヴァートマーラーマによりハタヨガ
プラディーピカーが記され、これがハタヨガの経典とされている。簡約版として日本語訳の「ハタ・
ヨーガ・プラディーピカー前編（YOGA BOOKS）（日本語）単行本－２０１５／４／２４成瀬貴良（著）」等
がある。なお、ヨガでは、ポーズのことをアーサナ（アサナ）と言う。

１０ General Service List（GSL）は、英国の言語学者Michael Westが発表した基本単語リストで、多くの
学習辞書の定義、語彙限定本、単語学習書などの元となっており評価が高いものである。このGSL
は、さらに、GSL１として基本の１０００語、GSL２として基本の１００１語から２０００語とに分けられる。
The Academic Word List（AWL）は、ニュージーランドの言語学者Coxheadが２０００年に発表した、学
術的な文章・講義などを理解するために有用な単語として選ばれた。GSL（約２０００語の基本単語）
の次に学ぶべき５７０の単語（word family単位）リストとしての位置づけである。ただし、学術的と言っ
ても、特定の分野でのみ使われるような専門用語ではなく、どの学術分野でも使われる汎用的な単
語が選ばれている。

１１ 総語数は延べ語数と表現されることもあるが、テキストに出てくる語の累計数でtokenとも言う。
１２ 異なり語数は重複して出てきた語を除いた語の種類の数であり、typeとも言う。
１３ 機能語とは文法構造上の関係を示す語である。品詞でいうと冠詞、前置詞、人称代名詞、接続詞、

be動詞、助動詞、関係代名詞がこれにあたり、それ自体で独立して意味のある事物・概念・事象・
行動を表わさない単語を指す。

１４ 内容語とは事物の名称，性質，状態，動作，様態などを表す語を指す。品詞で言えば、名詞、一般
動詞、形容詞、副詞、指示代名詞、所有代名詞、疑問詞、再帰代名詞である。

１５ 表１―４の８３位を見るとbreatheの名詞形であるbreathが８１回登場していることがわかる。これを加える
と呼吸への言及は５９１回となり、機能語のofやaより高頻出である。ちなみに、inhaleの名詞である
inhalationは５１５位に表れ、これも含めるとさらに呼吸への言及は５９９回となる。

１６ ストレッチの種類は全てヨガに由来しているということは、多くのヨガ指導者上級の有資格者や専
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門家にとっては共通認識となっている。しかしながら、このことを明記した文献資料は見つけられ
なかった。そもそも、ストレッチという概念がスポーツ科学の論文に使われはじめたのが１９６０年頃
であり、更に時を新しくするコンディショニングという概念は、ヨガが包容してきた哲学を含むポー
ズの奥深さと広がりを理解すると、ストレッチやコンディショニングのポーズが全てヨガに含まれ
るということは自明の理と考えられ、反論の余地も残していないということなのかもしれない。

１７ この難易度レベル設定は旺文社の「英検１級でる順パス単」による。この単語集は、日本英語検定
合格者の８０％以上が使用するとされる旺文社の英検シリーズの１つである。

１８ 一連の流れによってポーズを組み替えていく、いわゆる、フローヨガの場面ではon our next inhalation
の使用率は１０．８％パーセントである。

１９ 解剖学的区分の他、生理学的区分や指導に関わる語彙の区分を加える可能性も視野に入る。

参考・引用文献

赤野一郎・堀正広・投野由紀夫（２０１４）．『英語教師のためのコーパス活用ガイド』大修館書店
Boulton, A., Thomas, S. C., & Rowley−Jovilet, E. (1996). Corpus−Informed Research and Learning in ESP. John

Benjamins Publishing Company.
Hutchinson, T., & Waters, A. (1987). English for Specific Purposes : A Learning−centered Approach. Cambridge :

Cambridge University Press.
成瀬貴良（２０１５）．『ハタ・ヨーガ・プラディーピカー前編』アンダーザライト
NCA一般社団法人日本コンディショニング協会（２００９）．「コンディショニングとは」２０２０年８月２０日閲

覧，https : //www.e−nca.jp/what/
大橋由紀子・岡勝巌・関谷弘毅・花田道子（２０１６）．「正規表現を利用した動物病院英文カルテのコーパ

ス化と英語教育への応用」『ヤマザキ学園紀要』（７）：２５―４０．
Swales, J. M. (1990). Genre Analysis : English in Academic and Research Settings. Cambridge : Cambridge

University Press.
Yogini編集部編（２０１７）．『ヨガのポーズが丸ごとわかる本』�出版社

１）RANGE Program[online] http : //www.vuw.ac.nz/lals/staff/Paul_Nation.
２）WordSmith ver.6[online] https : //lexically.net/wordsmith/version6/index.html

ESP教育における体育学関連で見られる語彙調査―ヨガ指導語彙をもとに― 27


